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次回の発行は、令和５年（2023年）４月１日（土）です。
（新聞折り込みは、令和５年４月２日（日）に行います。）みえ県議会だよりは、年７回（４、５、７、８、１０、１２、２月の各月１日）発行します。

三重県議会詳 細 は  h t t p s : / / w w w . p r e f . m i e . l g . j p / K E N G I K A I / を ご 覧 くだ さ い 。

　

「
み
え
現
場 

de 

県
議
会
」
を
開
催

三
重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る

条
例
を
改
正

　
11
月
17
日
、
令
和
４
年
度
「
み
え
現
場
de
県
議
会
」
を
、
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
お
お
だ
い
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
み
え
現
場
de
県
議
会
」
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
意
見
を
県
議

会
で
の
議
論
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
人
口
減
少
対
策
～
移
住
に
よ
る
地
域
お
こ
し
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
移
住
政
策
や
地
域
お
こ
し
等
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
る
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
県
の
北
部
に
住
ん
で
い
る
若
者
と
南
部
に
あ
る
自

然
や
会
社
と
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
事
業
を
応

援
し
て
ほ
し
い
」、「
移
住
し
た
理
由
で
、

住
宅
が
す
ぐ
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る

方
は
多
く
、
活
用
可
能
な
空
き
家
を
即
座

に
提
供
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
」、「
昴
学

園
高
等
学
校
で
は
県
外
の
高
校
生
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
多
く
あ
り
、
住
宅
な
ど
学

生
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
へ
の

支
援
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
６
月
に
議
会
改
革
推
進
会
議
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
三

重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
昨
年
12
月
に

「
三
重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
12
月
20
日
の
公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
主
な
改
正
内
容
〉

・�

政
治
倫
理
規
準
と
し
て
、
新
た
に
「
人
権
侵
害
行
為
」
に
関
す
る

規
定
を
追
加

・�

三
重
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
に
よ
る
勧
告
に
つ
い
て
、
新

た
に
「
全
員
協
議
会
に
お
け
る
陳
謝
」
及
び
「
出
席
若
し
く
は
参

加
の
自
粛
」
を
規
定

・�

現
行
条
例
で
は
、「
原
則
と
し
て
非
公
開
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
政

治
倫
理
審
査
会
を
「
公
開
」
と
す
る

※�

詳
し
い
内
容
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
11
月
21
日
、
法
政
大
学
の
廣
瀬
克
哉
総
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、
第

２
回
議
員
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
県
立
大
学
を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
実
施
し
て
お
り
、
第
１

回
勉
強
会
「
若
者
の
県
内
定
着
に
向
け
た
大
学
の
在
り
方
」
に
引
き
続

き
、
第
２
回
勉
強
会
で
は
「
地
方
創
生
と
大
学
に
お
け
る
人
材
育
成
」

と
題
し
て
、
全
国
か
ら
多
様
な
学
生
が
集
ま
り
交
流
す
る
場
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
世
界
の
ど
こ
で
も
生
き
抜
く
力
を
育
て
る

法
政
大
学
の
取
組
や
、
学
生
や
保
護

者
か
ら
見
た
大
学
選
択
や
就
職
先
の

傾
向
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
見

る
公
立
大
学
の
課
題
や
、
近
年
の
公

立
大
学
の
新
し
い
傾
向
に
つ
い
て
も

お
話
い
た
だ
き
、
今
後
の
三
重
県
に

お
け
る
大
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
５
月
、
地
域
間
の
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
、
県
内
の
各
選

挙
区
間
に
お
け
る
一
票
の
格
差
の
是
正
等
を
図
る
た
め
、「
三
重
県
議

会
の
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す

べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
は
、
次
回
の
一
般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
令

和
５
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
20
回
統
一
地
方
選
挙
か
ら
適
用

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

〈
改
正
内
容
〉

・
定
数
を
51
人
か
ら
48
人
と
す
る

令
和
４
年
度
第
２
回
三
重
県
議
会
議
員

勉
強
会
を
開
催

次
の
一
般
選
挙
か
ら
三
重
県
議
会
議
員
の

定
数
と
選
挙
区
が
変
わ
り
ま
す

２
０
２
２
年
「
あ
な
た
が
選
ぶ
！
三
重
県
議
会
の

活
動
ベ
ス
ト
10
」
発
表

　
三
重
県
議
会
で
は
、
議
会
活
動
に
つ
い
て
広
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
末
、

県
民
の
皆
さ
ん
や
県
議
会
議
員
か
ら
の
投
票
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
の
「
三
重
県
議
会
の
活
動
ベ

ス
ト
10
」
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
選
定
さ
れ
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
各
項
目
の
詳
細
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

開
か
れ
た
議
会
運
営
の
実
現

○「
楽
し
い
伊
勢
茶
体
験
会
」
を
開
催
《
議
事
堂
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
伊
勢
茶
振
興
》

○
議
場
内
で
雅
楽
の
演
奏
会
を
実
施
《
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
た
発
表
の
場
と
し
て
》

○
第
４
回
「
み
え
高
校
生
県
議
会
」
を
開
催
《
８
校
26
名
の
高
校
生
が
参
加
》

住
民
本
位
の
政
策
決
定
と
政
策
監
視
・
評
価
の
推
進

○�「
強
じ
ん
な
美
し
国
ビ
ジ
ョ
ン
み
え
」
お
よ
び
「
み
え
元
気
プ
ラ
ン
」
の
最
終
案
に
関
し
申
し
入

れ
《
正
副
議
長
、
全
常
任
委
員
長
か
ら
知
事
へ
》

独
自
の
政
策
提
言
と
政
策
立
案
の
強
化

○「
ス
マ
ー
ト
議
会
の
在
り
方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
で
検
討
を
継
続

○�「
三
重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
で
検
討
を
継
続
《
条
例

の
改
正
と
逐
条
解
説
の
作
成
を
検
討
》

　
※�

な
お
、
12
月
20
日
に
三
重
県
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
が
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

○�

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
厳
重
に
抗
議
す
る
決
議
を

全
会
一
致
で
可
決

○�

議
員
提
出
条
例
と
し
て
「
差
別
を
解
消
し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
三
重
を
つ
く
る
条
例
」
を
可
決
《
不
当
な
差
別
等
の
禁
止
を

明
記
し
、
そ
の
解
消
の
た
め
の
体
制
や
施
策
を
規
定
》

○�

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
の
試
行
を
開
始
《
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
向
け
て
》

そ
の
他

○�

議
員
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
書
き
込
み
に
関
す
る
正
副
議
長
声
明
を

発
表
《
議
員
一
人
一
人
の
更
な
る
意
識
高
揚
に
向
け
て
》

　
11
月
21
日
、
議
場
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
る
県
政
へ
の
功
労
に
対
す
る
全
国
都
道
府
県
議
会

議
長
会
か
ら
の
自
治
功
労
者
表
彰
状
な
ら
び
に
総
務
大
臣
感
謝
状
が
議
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

（
自
治
功
労
者
表
彰
状
）

　
　
在
職
40
年
以
上　
中
川　
正
美　
議
員　
　
西
場　
信
行　
議
員

　
　
在
職
35
年
以
上　
山
本　
教
和　
議
員

　
　
在
職
20
年
以
上　
前
野　
和
美　
議
員　
　
中
森　
博
文　
議
員　
　
舘　
　
直
人　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木　
謙
順　
議
員　
　
中
嶋　
年
規　
議
員

　
　
在
職
15
年
以
上　
服
部　
富
男　
議
員　
　
奥
野　
英
介　
議
員　
　
藤
田　
宜
三　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本　
熊
野　
議
員　
　
小
林　
正
人　
議
員　
　
津
村　
衛　
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
林　
聡　
　
議
員

（
総
務
大
臣
感
謝
状
）

　
　
在
職
35
年
以
上　
山
本　
教
和　
議
員

自
治
功
労
者
表
彰
状
な
ら
び
に
総
務
大
臣
感
謝
状
に
つ
い
て

伊
勢
市
選
挙
区
（
定
数
４
人
）

鳥
羽
市
選
挙
区
（
定
数
１
人
）

伊
勢
市
・
鳥
羽
市
選
挙
区

（
定
数
４
人
）

伊
賀
市
選
挙
区
（
定
数
３
人
）

伊
賀
市
選
挙
区
（
定
数
２
人
）

尾
鷲
市
・
北
牟
婁
郡
選
挙
区
（
定
数
２
人
）

熊
野
市
・
南
牟
婁
郡
選
挙
区
（
定
数
２
人
）

東
紀
州
選
挙
区
（
定
数
３
人
）

意見交換の様子第２回議員勉強会の様子

楽しい伊勢茶体験会


